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学長対談第３弾はひろゆき氏

index 表紙の写真 
豊洲キャンパス図書館で
自習する学生たち

14 しばうら人 卒業生の今

スキー部卒業生座談会： 
インカレ総合優勝からオリンピック出場へ！ 
一時代を築いたスキー部の栄光を語り合う

樋口 智美さん　建築学科 1963年卒業 
小川 博司さん　工業経営学科 1970年卒業 
佐々木 信孝さん　建築学科 1973年卒業 
鈴木 謙二さん　工業経営学科 1973年卒業

18 SITニュース

04 特集

データから見る 
いまどきの芝浦工大生の姿とは

10 SIT Academic Column

「機械受容」の解明が農業と医学の未来を拓く

冬季オリンピックが開催されましたが、かつて芝浦工大はスキーで
有名であったと知っている在学生は少ないのではないでしょうか。
今号では当時活躍された先輩方との座談会から振り返る芝浦工
大と、現在の芝浦工大生はどんな学生なのかを特集しています。



2018年 前期 21％ 27％ 22％ 15％ 9％ 5％

22％ 29％ 23％ 14％ 5％ 6％

31％ 33％ 18％ 9％ 3％ 6％

2019年 前期

2020年 前期

■：S (100～90点)　■：A (89～80点)　■：B (79～70点)　■：C (69～60点)　■：D (59～50点)　■：F (49～0点)
整数で四捨五入しているため、合計は必ずしも100とはならない

学生や企業担当者へのアンケートや各種データから、

“いま”の芝浦工大生のイメージに迫ります。

海外への渡航経験や学内施設の利用状況などのデータから、

学生生活の実態をレポートします。

そして、いま活躍する芝浦工大生にも話を聞きました。

データから見る
いまどきの

芝浦工大生の姿とは

数字からイメージする
学生像は？

芝浦工業大学では学生や企業などへ定期的にアンケートを実施。教育などの改善に活用しています。
今回はそれらアンケート結果の一部を活用し、新たに SNS を通じて学生からの回答を募りました。

S の評価割合が、この 2 年間で 10 ポイント増えました。評価方法が、テストが多数を占めていたこ
ろから多様化しており、授業外の課題や学習時間も増えています。

コロナ禍で、成績が大きく向上

特 集
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10日未満
13％
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したことはない

48% 渡航
したことはない

68%

1カ月～6カ月未満  6％

1カ月～6カ月未満
6％

6カ月以上  2％ 6カ月以上  2％

10日～
1カ月未満
28％

10日～
1カ月未満
11％

全体芝浦工業
大学

出身は、1都6県への集中が進む（2018年～2021年入学者）

（一社）大学 IR コンソーシアムに加盟し、同団体の学生調査を毎年前期の履修登録期間に実施しています
（20 年度は実施せず）。全体と比べても、英語圏への渡航経験がある学生が多いことが分かります。

直近 4 年間の入学者の出身高校を
都道府県別でまとめました。学生は
全国から入学しており、関東地方を
中心に、上位 6 都県で学生数の約
8 割を占めています。北関東や試
験会場を設けている地方都市から
の学生も多い傾向にあります。

�大学 IR コンソーシアム「1 年生調査 2019 年」「上級生調査 2019 年」基礎集計結果より。 
（https://irnw.jp/images/home/HP 用 _ 基礎集計 2019_20201023 改訂 .pdf）

サービスの存在を知ってもらう意図も含めて、学生サービスの利用経験を調査しています。図書の貸出が半数
を超え、上位 10 項目は図書館サービスが 4 割を占めています（2021 年度秋の調査結果より）。

過半数の学生が、英語圏へ渡航経験あり 利用したことがある学生サービストップ10（2～4年生対象）

東京都

埼玉県

神奈川県

千葉県

茨城県

静岡県

0 10

32％

18.2％

入学者比率 (%)

11.5％

11.5％

3.1％

2.9％

20 30 40

【図書館】 図書の貸出

【学生課】 休講・補講、試験実施等授業に
 関する情報伝達（掲示板、HP）

【図書館】 図書館ホームページ閲覧

【学生課】 履修に関する相談

【図書館】 図書館蔵書（OPAC）検索

【学生課】 落とし物の問い合わせ

【学生課】 在学・成績等各種証明書の発行

【キャリアサポート課】 資料閲覧コーナー

【キャリアサポート課】 CAST（就職支援システム）

【図書館】 電子資料の利用

0 10 20 30 40 50 60
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23%

22%
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16%
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n=531 n=477 n=840

眼鏡を
かけている
38.6％

コンタクトを
つけている
34.8％

裸眼！
26.6％

iPhone
66.5％

いる
28.9％

いない
71.1％

Android
29.1％

ガラケーだよ！ 4.4％

誠実性

トップ3

責任感

協調性

柔軟性

チャレンジ精神

論理性

4.62

4.46

4.44

4.14

4.19

4.29

1位

2位

3位

1位

2位

3位

十分（５）から不十分（１）の5段階評価の平均点

ワースト3

デザイン工学部　 4 年 

中井 朱門さん  体育会アメリカンフットボール部 所属

大学院理工学研究科 修士課程 国際理工学専攻　1 年 

松本 祐奈さん  モバイルマルチメディア通信研究室 所属

部活動はアメリカンフットボール部に所属。持ち前の俊足を生かし、
副将・ワイドレシーバーとして昨秋の 2 部リーグ昇格に貢献しました。
卒業研究のテーマはアメフトの「プレーブック」の UI を改善し、選手
の記憶の定着度合いを測ることです。作戦ごとに一人ひとりの動きが

細かく記されたプレーブック
は部外秘であり各チーム独
自に作成するため、選手視
点での改善が図られないこ
とが課題でした。
卒業後はスポーツ施設も運
営する企業に就職し、フィッ
トネスマシンの UI の改善と
プログラミングを行うことが
決まっています。

自身がオランダに 1 年間の留学をした際、
周囲に多くの支援を受けた経験から、来日
する留学生の支援がしたいと学内のグロー
バルラーニングコモンズでのアルバイトを始
めました。いまでは、留学生の支援だけで
なく、日本人学生に留学に興味を持っても
らえるようワークショップを開催するなど積
極的に活動を行っています。
修士論文のテーマは飛行機内における人
体の快適な空調システムを実現することで
す。最終的には、ハードウェア・ソフトウェ
アの両面から、それぞれの人に合った空調
を提供できる仕組みを作ることを目指してい
ます。

「ひとつの問題を突き詰める人」
が多い

研究室のメンバーは「やりとげる人が多い」
アメフト部のメンバーは「弱音は吐かない」

インタビューから迫る、学生のいま

Twitter で聞いてみました！

働く卒業生の評価は　　どの能力が十分・不十分！？

大好きなアメフトを、研究に

留学をもっと身近に

本学の Twitter でも、学生に以下の設問について聞いてみました。

普段大学では… スマホは… 恋人は…

2021 年 2 月の業界研究会、同 3 月の学内合同企業説明会の参加企業へ、在籍する芝浦工業大学出身者
への評価を調査。180 社の人事担当者が卒業生の 10 の能力について十分か不十分かを 5 段階で評価しま
した。

twitter の投票機能を利用して、2021 年 12 月 8 日から13 日の間にアンケートを実施。
ミーティングの量と質を重視した「考えるチーム」
で、2 部に昇格しました

大学に入ってから始めたス
ノーボード。所属するサークル
のメンバーと毎シーズン行って
います

@shibaura_it
私から見た「周りの芝浦工大生」は？

私から見た「周りの芝浦工大生」は？
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「 機 械 受 容」の 解 明が
農 業と医学の未 来を拓く

SIT Academic Column

生き物が力や変形を感じる「機械受容」は触覚・聴覚・平衡感覚など、重要な感覚の基礎となっている。
さらに近年、機械受容は細胞の分化などの多様な生体機能に影響を与えることが明らかになっている。
芝浦工業大学では、その仕組みを解明し、農産物の増収や疾患の回復に役立てることを目指したメカ
ノバイオロジー分野の基礎研究が進められている。

生
物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
自
分
に
加
え
ら
れ

る
力
や
変
形
と
い
っ
た
機
械
刺
激
を
感
じ
る
の
だ

ろ
う
か
。
動
物
も
植
物
も
、
音
、
振
動
、
接
触
、

重
力
、
圧
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
刺
激
を
感

じ
て
い
る
は
ず
だ
が
、「
そ
れ
ら
を
感
じ
る
仕
組

み
＝
機
械
受
容
」
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
仕
組
み
が
解
明
さ
れ
れ
ば
、
固
い

土
壌
で
も
根
を
伸
ば
す
こ
と
の
で
き
る
植
物
、
激

し
い
風
雨
に
負
け
な
い
植
物
な
ど
の
「
感
知
と
対

処
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
を
農
作
物
の
品
種
改
良
に
応
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
動
物
の
場
合
に
は
、
生
体

に
加
わ
る
力
が
細
胞
に
ど
う
働
き
か
け
る
の
か
を

解
明
で
き
れ
ば
、
疾
患
が
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
、
新
薬
開
発
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
生
物
が
感
じ
る
力
の
役
割

と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
「
メ
カ
ノ
バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
が
生
ま
れ

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
機
械
制
御
シ
ス
テ

ム
学
科
の
吉
村
建
二
郎
教
授
は
、
こ
の
メ
カ
ノ
バ

イ
オ
ロ
ジ
ー
分
野
で
、
生
物
の
「
機
械
受
容
」
を

植
物
と
動
物
の
両
面
か
ら
解
明
し
よ
う
と
、
人
工

脂
質
膜
を
用
い
た
電
気
生
理
学
的
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

2
0
2
1
年
10
月
、
吉
村
教
授
、
東
京
学
芸

大
学
の
飯
田
和
子
研
究
員
、
飯
田
秀
利
名
誉
教
授

の
研
究
チ
ー
ム
は
、
M
C
A
タ
ン
パ
ク
質
が
植

物
の
接
触
セ
ン
サ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
を
世
界
で

初
め
て
証
明
し
た
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
植
物
に
は
固
有
の
接
触
セ
ン
サ
ー

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
何
か
は

分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
2
0
0
7
年
、
東
京

学
芸
大
学
の
飯
田
教
授
ら
は
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

動
物
・
植
物
の
両
分
野
で

感
知
と
対
処
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究

M
C
A
タ
ン
パ
ク
質
が
植
物
の

接
触
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
こ
と
を
証
明

SIT Academic Column 「機械受容」の解明が農業と医学の未来を拓く
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専門は生物物理学、細胞生物学、理系英語。1985
年東京大学理学部生物学科卒、1990 年東京大学
大学院理学系研究科動物学専攻博士課程修了。理
学博士。東京大学、科学技術振興事業団、筑波
大学、メリーランド大学を経て、2014 年芝浦工業
大学システム理工学部機械制御システム学科教授
に就任。

的
研
究
に
お
い
て
世
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
吉
村

教
授
だ
。

吉
村
教
授
は
、
試
験
管
内
で
合
成
・
精
製
さ
れ

た
M
C
A
２
を
人
工
脂
質
膜
に
組
み
込
み
、
そ

の
膜
を
伸
展
さ
せ
る
と
、
膜
の
伸
展
の
度
合
い
に

応
じ
て
M
C
A
２
がC

a
2+

を
通
す
確
率
が
上

が
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
M
C
A
１
、

M
C
A
２
を
通
し
て
、
人
工
脂
質
膜
内
にC

a
2+

が
流
入
す
る
こ
と
も
証
明
し
た
。
こ
う
し
て
、
こ

の
２
つ
の
タ
ン
パ
ク
質
が
、
膜
の
伸
展
を
感
じ
て

C
a
2+

を
透
過
さ
せ
る
接
触
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
こ

と
が
、
世
界
で
初
め
て
証
明
さ
れ
た
の
だ
。

こ
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
M
C
A
１
、
M
C
A

２
タ
ン
パ
ク
質
は
人
工
脂
質
膜
上
で
そ
れ
ぞ
れ
４

分
子
が
集
ま
っ
て
イ
オ
ン
の
通
り
道
、
す
な
わ
ち

イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
を
形
成
す
る
こ
と
も
証
明
し

た
。
こ
の
集
合
体
は
４
本
の
円
筒
が
集
ま
っ
た
形

を
し
て
い
て
、
人
工
脂
質
膜
が
引
っ
張
ら
れ
る
と

円
筒
の
中
央
に
イ
オ
ン
の
透
過
孔
が
開
き
、
そ
こ

をC
a
2+

が
通
る
の
で
は
な
い
か
と
研
究
チ
ー
ム

は
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
仮
説
が
正
し
い
か
ど
う

か
は
今
後
の
検
証
が
必
要
だ
（
図
１
）。

強
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
木
は
幹
が
太
く
背
が

の
M
C
A
1
と
M
C
A
2
の
タ
ン
パ
ク
質
が
接

触
セ
ン
サ
ー
の
候
補
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
二

つ
の
タ
ン
パ
ク
質
は
細
胞
膜
に
存
在
し
、
細
胞
膜

が
伸
ば
さ
れ
る
な
ど
の
機
械
刺
激
を
受
け
て
、

細
胞
内
に
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
（C

a
2+

）
を
取

り
込
む
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
働
き

を
持
つ
タ
ン
パ
ク
質
は
「
機
械
受
容
チ
ャ
ネ
ル

＝
接
触
セ
ン
サ
ー
の
一
種
」
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
の
M
C
A
1

と
M
C
A
2
の
遺
伝
子
を
酵
母
や
ア
フ
リ
カ
ツ

メ
ガ
エ
ル
の
卵
母
細
胞
内
で
働
く
よ
う
に
し
て
、

こ
の
二
つ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
解
析
す
る
こ
と
に
よ

低
く
な
る
、
麦
踏
み
を
す
る
と
芽
が
よ
く
出
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
外
か
ら
加
わ
る
力
に
よ
っ
て
植

物
の
成
長
の
仕
方
が
変
わ
る
こ
と
は
経
験
的
に
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
を
知
っ
て
、
植
物
の

対
処
の
仕
方
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ

ば
、
生
育
環
境
に
あ
っ
た
農
作
物
や
収
穫
量
の
多

い
農
産
物
を
作
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
応
用
ま
で
に
は
、
ま
だ
時
間
が
必

要
だ
。
今
回
の
研
究
で
は
、
植
物
が
力
を
感
じ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
接
触
セ
ン
サ
ー
を
特
定

し
た
が
、C

a
2+

が
細
胞
に
入
っ
た
後
に
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
は
、
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
研
究
で
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
で
き
れ

ば
、
植
物
の
成
長
を
妨
げ
る
よ
う
な
条
件
下
で

も
、
そ
の
条
件
に
負
け
ず
に
育
つ
植
物
を
作
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

吉
村
教
授
が
研
究
室
の
学
生
と
と
も
に
長
年
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
、
単
細
胞
生
物
や
微
生
物
が

機
械
刺
激
を
感
じ
る
仕
組
み
の
解
明
だ
。
単
細
胞

生
物
ク
ラ
ミ
ド
モ
ナ
ス
は
２
本
の
繊
毛
を
持
ち
、

繊
毛
が
何
か
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
感
じ
る
と
回
避

反
応
と
し
て
後
退
遊
泳
す
る
（
図
２
）。
ク
ラ
ミ

ド
モ
ナ
ス
の
接
触
セ
ン
サ
ー
が
T
R
P
チ
ャ
ネ

ル
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
こ
と
を
吉
村
教
授
は
発

見
し
て
お
り
、
研
究
室
で
は
ク
ラ
ミ
ド
モ
ナ
ス

の
T
R
P
チ
ャ
ネ
ル
が
衝
突
に
反
応
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
、
衝
突
情
報
を
繊
毛
が
ど
の
よ
う

に
処
理
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て

回
避
反
応
を
起
こ
す
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
を
し

て
い
る
。
T
R
P
チ
ャ
ネ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
感

覚
や
疾
患
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
機
械
受
容
の
仕
組
み
を
解
明
す

る
研
究
は
、
将
来
、
医
学
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
の
治
療
に
応
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
繊
毛
の
異
常
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気

が
あ
る
。
腎
臓
内
の
細
尿
管
の
中
に
は
一
次
繊
毛

と
い
う
繊
毛
が
生
え
て
い
て
、
こ
の
繊
毛
は
尿
の

流
れ
を
感
じ
る
流
速
セ
ン
サ
ー
と
し
て
働
い
て
い

る
。
こ
の
繊
毛
に
異
常
が
起
き
る
と
、
尿
の
流
れ

が
感
じ
ら
れ
な
い
た
め
に
尿
を
作
り
過
ぎ
て
し
ま

い
、
多
発
性
嚢
胞
腎
と
い
う
病
気
に
な
る
。
ク
ラ

ミ
ド
モ
ナ
ス
の
繊
毛
の
研
究
は
、
将
来
、
こ
う
し

た
疾
患
の
治
療
に
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
吉
村

教
授
は
「
植
物
と
動
物
の
両
方
の
研
究
を
し
て
い

る
の
が
自
分
の
強
み
。
機
械
受
容
の
仕
組
み
を
全

体
と
し
て
捉
え
て
普
遍
化
し
た
い
」
と
語
る
。
細

胞
膜
上
のC

a
2+

の
動
き
を
解
明
す
る
と
い
う
ミ

ク
ロ
の
世
界
の
研
究
は
、
医
学
、
農
学
と
い
う
広

大
な
分
野
で
人
類
に
貢
献
す
る
道
を
拓
こ
う
と
し

て
い
る
。

り
、
こ
れ
ら
が
接
触
セ
ン
サ
ー
の
有
力
候
補
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
タ
ン
パ
ク
質
が
植
物
の

接
触
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
こ
と
の
証
明
は
で
き
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
実
験
に
生
き
て
い
る
細

胞
を
使
っ
た
た
め
、
M
C
A
1
と
M
C
A
2
が

細
胞
膜
の
伸
展
な
ど
の
機
械
刺
激
を
直
接
感
じ

て
い
る
の
か
、
細
胞
内
の
別
の
タ
ン
パ
ク
質
が

機
械
刺
激
を
感
じ
、
そ
の
情
報
を
M
C
A
1
、

M
C
A
2
に
伝
え
て
い
る
の
か
を
区
別
で
き
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の
研
究
に
加
わ
っ

た
の
が
、
人
工
の
細
胞
膜
を
用
い
た
電
気
生
理
学

単
細
胞
生
物
の
機
械
反
応
の
解
明
は

疾
患
の
治
療
に
つ
な
が
る

植
物
が
成
長
の
仕
方
を
変
え
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
応
用
に
期
待

図 1  �MCA 機械受容チャネルが Ca2+を通すときの模式図 
（吉村教授提供）

図 2 クラミドモナスと回避反応（吉村教授提供）

吉村 建二郎 教授
システム理工学部
機械制御システム学科

profile

SIT Academic Column 「機械受容」の解明が農業と医学の未来を拓く

研究室で吉村教授の実験風景
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卒業生の「今」

インカレ総合優勝からオリンピック出場へ！
一時代を築いたスキー部の栄光を語り合う

1960 ～1970 年代、芝浦工業大学スキー部は多くのオリンピック選手を輩出した強豪校として、全国に名を馳せていました。
オリンピック選手を含むスキー部卒業生 4 名の方が芝浦キャンパスに集い、当時の様子を振り返ります。

創立以来 10 万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在、日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

　　　　　 スキー部卒業生座談会 　　　　　

中
を
飛
ぶ
「
ジ
ャ
ン
プ
」、
ジ
ャ
ン
プ
と
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
2
種
目
の
合
計
点
を
競

う
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
」
な
ど
の
種
目
が

あ
り
ま
す
。さ
ら
に「
ア
ル
ペ
ン
」な
ら
滑
降・

回
転・大
回
転
な
ど
、「
ジ
ャ
ン
プ
」な
ら
ノ
ー

マ
ル
ヒ
ル
・
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
な
ど
の
細
か
な
種

目
に
分
か
れ
ま
す
。

鈴
木
：
イ
ン
カ
レ
で
上
位
に
入
賞
す
る
た
め

に
は
、
各
種
目
で
精
度
高
く
成
績
を
挙
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
特
に
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
な
ど
は
種
目
数
も
多
い
の
で
、
得
点

源
と
な
り
ま
す
。

樋
口
：
そ
の
後
、
１
９
６
３
年
に
は
イ
ン
カ

レ
１
部
の
総
合
３
位
に
ま
で
食
い
込
み
ま
し

た
。
当
時
は
早
稲
田
大
学
、
明
治
大
学
、
日

本
大
学
が
強
か
っ
た
ん
で
す
が
、
創
部
わ
ず

か
５
年
で
そ
の
一
角
を
崩
せ
た
こ
と
は
私
た

ち
の
誇
り
で
す
。

● �

自
由
で
平
等
な
雰
囲
気
が 

個
の
能
力
を
育
て 

ワ
ン
チ
ー
ム
に
！

―
―
な
ぜ
、
ス
キ
ー
部
は
急
速
に
強
く
な
れ

た
ん
で
し
ょ
う
か
？

樋
口
：
大
学
が
ス
キ
ー
部
育
成
に
力
を
入
れ

た
た
め
、
ス
キ
ー
強
豪
校
か
ら
多
く
の
有
力

選
手
が
入
学
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
キ
ー
の

有
力
大
学
で
単
科
大
学
は
珍
し
か
っ
た
で
す

し
、
工
学
部
が
あ
る
こ
と
も
当
時
の
高
校
生

に
魅
力
的
に
見
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
毎
年
の
よ
う
に
種
目
に
偏
り
な
く
選
手

● 

創
部
わ
ず
か
５
年
で 

学
生
１
部
リ
ー
グ
３
位
に
！

―
―
半
世
紀
以
上
昔
の
こ
と
で
す
の
で
、
芝

浦
工
業
大
学
ス
キ
ー
部
が
ど
れ
ほ
ど
強
か
っ

た
の
か
、
い
ま
で
は
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
広
く
卒
業
生
・

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
卒
業
生
４
名
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
ス
キ
ー
部
の
創
設
か
ら
強
豪

へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
経
緯
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？

樋
口
：
ス
キ
ー
部
の
前
身
は
１
９
５
７
年
に

小
林
毅
さ
ん
が
発
足
し
た
ス
キ
ー
同
好
会
で

す
。
翌
年
に
は
大
学
か
ら
ス
キ
ー
部
と
し
て

認
め
ら
れ
、
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟
に
加

盟
し
ま
し
た
。
私
は
１
９
５
９
年
に
入
学
し

ま
し
た
が
、そ
の
年
に
初
参
加
し
た
大
会
で
、

複
合
種
目
の
部
員
が
活
躍
し
、
２
部
リ
ー
グ

で
総
合
８
位
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
ア

ル
ペ
ン
、
ジ
ャ
ン
プ
、
複
合
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
の
各
種
目
に
そ
れ
ぞ
れ
有
力
選
手
が

加
入
し
、
１
９
６
１
年
に
は
全
日
本
学
生
ス

キ
ー
選
手
権
（
以
下
、
イ
ン
カ
レ
）
で
２
部

総
合
優
勝
。
念
願
の
１
部
に
昇
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

小
川
：
ス
キ
ー
競
技
を
ご
存
じ
な
い
方
の

た
め
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
ス

キ
ー
に
は
斜
面
を
滑
り
降
り
る
「
ア
ル
ペ

ン
」、
長
距
離
を
走
り
抜
く
「
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
」、
ジ
ャ
ン
プ
台
を
滑
り
降
り
て
空

が
入
部
し
て
く
れ
て
、
２
部
に
所
属
し
て
い

る
当
時
か
ら
、「
自
分
た
ち
は
１
部
を
目
指

す
ん
だ
！
」
と
い
う
空
気
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
い
ま
思
う
と
、
練
習
も
信
じ
ら
れ
な
い

ぐ
ら
い
の
量
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
も
と

も
と
同
好
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
部
だ
か
ら

上
下
関
係
や
し
き
た
り
が
少
な
く
、
選
手
が

み
ん
な
平
等
で
、
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま

し
た
。

鈴
木
：
本
当
に
樋
口
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
で
す
よ
。
当
時
の
高
校
・
大
学
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
界
は
軍
事
教
練
の
よ
う
な
雰
囲
気

が
強
く
、
上
下
関
係
の
厳
し
い
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
そ
の
点
、
芝
浦
工
大

ス
キ
ー
部
は
個
人
を
大
切
に
し
、
そ
こ
か
ら

ワ
ン
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
く
環
境
が
整
っ
て

い
ま
し
た
。

樋
口
：
新
し
い
部
活
だ
か
ら
し
が
ら
み
が
ほ

と
ん
ど
な
い
。
自
分
た
ち
で
考
え
て
、
い
ろ

い
ろ
な
練
習
方
法
や
ル
ー
ル
を
採
り
入
れ
て

い
ま
し
た
。

鈴
木
：
私
は
入
部
す
る
と
き
、
大
学
の
校
風

や
文
化
を
先
輩
か
ら
の
情
報
を
聞
い
て
、「
芝

浦
工
大
な
ら
個
の
力
を
出
し
切
れ
る
！
」
と

思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
当
時
か

ら
欧
米
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
よ
う
な
文

化
を
持
つ
、
素
晴
ら
し
い
国
際
標
準
の
チ
ー

ム
で
し
た
。

佐
々
木：そ
も
そ
も
ス
ポ
ー
ツ
の
起
源
は「
遊

び
」
で
す
か
ら
ね
。
楽
し
く
な
い
と
続
か
な

い
で
す
よ
。
ス
キ
ー
で
体
を
動
か
す
の
も
楽

し
か
っ
た
し
、
練
習
の
一
環
で
仲
間
と
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
の
も
楽
し
か
っ
た
。

小
川
：
僕
は
１
９
６
６
年
に
入
学
し
た
ん
で

す
が
、
合
宿
所
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
も

大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
朝
か
ら
晩
ま
で
部
員

が
寝
食
を
共
に
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ま

な
い
こ
と
に
は
、
と
て
も
優
勝
争
い
は
で
き

ま
せ
ん
か
ら
。

鈴
木
：
そ
の
合
宿
所
で
も
１
年
生
か
ら
４
年

生
ま
で
分
け
隔
て
が
な
か
っ
た
。
選
手
個
人

の
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
日
常
生
活

は
重
要
で
す
。

小
川
：
そ
れ
に
し
て
も
学
生
時
代
の
思
い
出

と
い
う
の
は
、
社
会
に
出
て
何
十
年
た
っ
て

も
影
響
が
残
る
も
の
で
す
ね
。
1
部
校
、
2

部
校
の
枠
を
こ
え
て
イ
ン
カ
レ
に
出
場
し
た

メ
ン
バ
ー
で
集
ま
る
懇
親
会
を
毎
年
北
海
道

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
樋
口
さ
ん
が

音
頭
を
取
り
、
早
稲
田
、
明
治
、
芝
浦
と
３

大
学
で
懇
親
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で

は
20
校
以
上
の
大
学
が
参
加
し
て
い
る
ん
で

す
が
、
当
時
軍
事
教
練
の
よ
う
な
合
宿
生
活

で
練
習
を
し
て
い
た
大
学
は
先
輩
、
後
輩
の

確
執
が
残
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
卒
業
生
の

参
加
者
が
集
ま
ら
ず
、
芝
浦
工
大
が
い
ち
ば

ん
出
席
者
が
多
か
っ
た
（
笑
）。
こ
れ
ぞ
芝

浦
の
結
束
力
で
す
ね
。

● �

思
い
出
深
い
１
９
６
９
年 

イ
ン
カ
レ
１
部
総
合
優
勝

―
―
栄
光
の
ス
キ
ー
部
の
歴
史
の
中
で
も
、

小
川
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
佐
々
木
さ
ん
が
在

籍
さ
れ
て
い
た
１
９
６
６
～
１
９
７
３
年
は

国
内
大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

も
複
数
の
選
手
を
送
り
出
し
た
輝
か
し
い
時

代
だ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
ま
す
。
そ
の
頃
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

小
川
：
な
ん
と
い
っ
て
も
１
９
６
９
年
の
イ

ン
カ
レ
１
部
総
合
優
勝
で
す
ね
。
あ
の
と
き

の
出
来
事
は
い
ま
だ
に
語
り
草
で
す
（
笑
）。

青
森
県
大
鰐
温
泉
で
開
か
れ
た
大
会
で
、
こ

こ
に
い
る
鈴
木
く
ん
と
今
日
は
出
席
で
き
な

か
っ
た
古
川
年
正
く
ん
が
回
転
種
目
で
同
タ

イ
ム
優
勝
し
た
ん
で
す
。
あ
れ
で
勢
い
が
つ

い
て
、
総
合
優
勝
ま
で
持
っ
て
行
け
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

佐
々
木
：
２
本
滑
っ
て
同
タ
イ
ム
っ
て
あ
り

得
な
い
よ
ね
（
笑
）。

鈴
木
：
イ
ン
カ
レ
史
上
初
の
同
タ
イ
ム
優
勝

と
知
っ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

こ
の
快
挙
に
ア
ル
ペ
ン
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
山

田
敏
明
さ
ん
を
中
心
に
全
部
員
が
た
い
へ
ん

喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

小
川
：
佐
々
木
く
ん
も
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合

で
優
勝
し
ま
し
た
し
。

佐
々
木
：
あ
れ
は
番
狂
わ
せ
で
す
（
笑
）。

小
川
：
優
勝
は
優
勝
だ
よ
。
ま
さ
か
自
分
た

建築学科 1963年卒業 工業経営学科 1970年卒業 建築学科 1973年卒業 工業経営学科 1973年卒業
樋口 智美さん 小川 博司さん 佐々木 信孝さん 鈴木 謙二さん

佐々木さん、小川さん、樋口さん、鈴木さん ( 左から)

樋口さんの在学当時の写真
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小
川
：
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。
卒
業
し
た

大
学
の
名
前
は
一
生
つ
い
て
回
り
ま
す
か
ら

ね
。
ウ
チ
の
孫
な
ん
て
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

本
当
に
芝
浦
工
大
を
出
て
る
の
？
」
と
聞
い

て
く
る
ほ
ど
で
す
（
笑
）。
私
が
就
職
し
た

企
業
で
も「
芝
工
卒
」は
ス
テ
ー
タ
ス
で
し
た
。

樋
口
：
い
ま
思
い
返
し
て
も
、
部
活
や
合
宿

所
で
団
体
生
活
を
経
験
で
き
た
こ
と
は
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
育
ち
、
社
会
に
も
飛
び
込
み
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
き
つ
い
練
習

に
耐
え
た
経
験
や
４
年
間
で
培
っ
た
体
力

は
、
仕
事
を
一
か
ら
頑
張
り
抜
く
原
動
力
に

な
り
ま
し
た
。

鈴
木
：
卒
業
後
は
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
普
及
活

動
を
行
い
な
が
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
社
会

貢
献
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。
そ
の
一
環
と

し
て
、２
０
３
０
冬
季
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
活
動
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
ス
ポ
ー
ツ
と
社
会

の
た
め
に
長
く
活
動
で
き
る
の
も
、
大
学
で

培
っ
た
人
間
力
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。海
外
に
行
く
と
よ
く
分
か
る
ん
で
す
が
、

芝
浦
工
大
の
自
由
か
つ
平
等
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
姿
勢
は
世
界
標
準
で
し
た
。
国
際
大

会
で
海
外
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
話
を
し

て
い
る
と
、
そ
の
共
通
点
で
よ
く
盛
り
上
が

り
ま
し
た
よ
。

佐
々
木
：
社
会
で
役
立
つ
こ
と
は
み
な
さ
ん

と
ほ
ぼ
同
じ
考
え
で
す
。
僕
自
身
は
建
築
学

科
を
卒
業
し
、
設
計
事
務
所
に
就
職
し
て
長

く
技
術
職
を
続
け
ま
し
た
。
高
層
ビ
ル
の
建

築
現
場
へ
と
き
ど
き
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
高
所
恐
怖
症
な
も
の
で
足
が
す
く
み

ま
し
た
ね
（
笑
）。
ジ
ャ
ン
プ
台
か
ら
飛
ぶ

の
は
平
気
な
の
に（
笑
）。不
思
議
な
も
の
で
、

ス
キ
ー
板
を
つ
け
て
い
る
と
怖
く
な
い
ん
で

す
（
笑
）。

ち
が
総
合
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね（
笑
）。

鈴
木
：
あ
の
大
会
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

欧
米
並
み
の
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
コ
ー
ス
が
初

め
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
散
水
さ
れ

て
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
よ
う
な
コ
ー
ス
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

小
川
：
確
か
に
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
ね
。

い
わ
ゆ
る
「
青
ご
お
り
」
で
、
個
人
個
人
の

技
術
が
よ
り
問
わ
れ
る
状
態
で
し
た
。
僕
た

ち
は
大
会
直
前
に
合
宿
し
た
場
所
が
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
の
北
海
道
・
ニ
セ
コ
だ
っ
た
か

ら
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
激
し
く
て
、
選
手
は
よ
く

転
倒
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
そ
の
中
で
も
、

芝
浦
工
大
ス
キ
ー
部
は
ア
ル
ペ
ン
、
ジ
ャ
ン

プ
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

複
合
と
、幅
広
い
種
目
で
上
位
に
食
い
込
み
、

総
合
優
勝
が
決
ま
り
ま
し
た
。

鈴
木
：
し
か
し
、
種
目
に
よ
っ
て
会
場
が
異

な
っ
て
い
た
の
で
、
全
員
で
喜
び
を
分
か
ち

合
え
た
の
は
ず
い
ぶ
ん
後
に
な
っ
て
か
ら
で

す
ね
（
笑
）。

小
川：し
か
も
総
合
優
勝
が
決
ま
っ
た
の
が
、

競
技
か
ら
数
日
た
っ
た
後
だ
っ
た
し
ね
。
と

い
う
の
も
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
リ
レ
ー

種
目
で
他
の
有
力
大
学
の
選
手
が
出
場
選
手

の
背
中
を
押
す
と
い
う
違
反
行
為
が
あ
っ

て
、
ス
キ
ー
連
盟
理
事
会
で
「
失
格
」
と
認

定
さ
れ
た
ん
で
す
。
そ
の
結
果
、
我
々
が
総

合
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
話
も
ず
っ
と

語
り
草
で
す
。

● �
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に 

４
名
も
の
選
手
が
出
場

　
―
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
も
複
数
輩
出
さ

れ
た
時
代
で
し
た
ね
。

小
川
：
当
時
、
す
で
に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
は
我
々
の
大
先
輩
の
野
戸
恒
男
さ
ん

が
１
９
６
４
年
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
会
、

１
９
６
８
年
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
大
会
に
出
場
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
野
戸
さ
ん
は
１
９
９
８
年

長
野
大
会
で
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
チ
ー
ム
の
部

長
で
、ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
古
川
年
正
君
で
し
た
。

樋
口
：
古
川
君
は
２
０
１
４
年
冬
季
五
輪
ソ

チ
大
会
の
副
団
長
と
２
０
１
７
年
冬
季
ア
ジ

ア
札
幌
大
会
日
本
選
手
団
の
団
長
と
し
て
、

活
躍
し
て
い
ま
し
た
ね
。

小
川
：
１
９
７
２
年
札
幌
大
会
に
は
、
こ
こ

に
い
る
鈴
木
く
ん
と
佐
々
木
く
ん
、
そ
し
て

古
川
く
ん
、
柏
木
正
義
く
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。
鈴
木
く
ん
と
佐
々
木
く
ん
は
全
日
本

チ
ー
ム
の
合
宿
に
よ
く
行
っ
て
い
た
ね
。

佐
々
木
：
イ
ン
カ
レ
優
勝
後
、
ト
ン
ト
ン
拍

子
で
全
日
本
チ
ー
ム
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

札
幌
大
会
の
出
場
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

小
川
：
鈴
木
く
ん
は
開
会
式
で
開
催
都
市
間

の
五
輪
旗
引
き
継
ぎ
式
の
旗
手
も
務
め
た
よ

ね
。

鈴
木
：
出
身
地
の
札
幌
で
五
輪
旗
手
を
務
め

て
、
本
当
に
名
誉
に
感
じ
ま
し
た
し
、
皆
さ

ま
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

小
川
：
ひ
と
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
一
大
学

か
ら
４
名
も
選
手
を
送
り
出
せ
た
の
は
、
歴

史
的
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ま

考
え
て
も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
：
当
時
は
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
い

ま
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
多
く
て
、
全
国
の
ス
キ
ー
フ
ァ
ン
か

ら
「
芝
浦
は
す
ご
い
！
」
と
賞
賛
さ
れ
ま
し

た
。メ
デ
ィ
ア
も
注
目
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

小
川
：
ス
キ
ー
場
で
練
習
し
て
い
る
と
、
周

り
の
人
た
ち
が
わ
ざ
わ
ざ
コ
ー
ス
を
空
け
て

く
れ
た
よ
ね
。
ま
る
で
ス
タ
ー
に
な
っ
た
気

分
で
し
た
（
笑
）。

● �

芝
浦
で
、
ス
キ
ー
部
で 

学
ん
だ
こ
と
と
は

―
―
卒
業
後
も
長
く
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
で
す
が
、
芝
浦
工
大
ス
キ
ー
部
で

学
び
、
社
会
で
役
立
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

■�1964（昭和39）年～ 1972（昭和47）年 
冬季オリンピック大会日本代表 
アルペン種目 
野戸恒男、柏木正義、古川年正、鈴木謙二 
ノルディック 
田中英一、佐々木信孝

■�1961（昭和36）年1月 
全日本学生スキー選手権（2部）総合優勝

■�1969（昭和44）年1月 
全日本学生スキー選手権（1部）総合優勝

スキー部の歴史概略

　あのときの羽田空港。芝浦工業大学の応援団か

ら激励を受け、羽田空港から見送られた。

　1964 年のオーストリア・インスブルック五輪

出場のためだった。この年のヨーロッパ各地は雪

不足。開催地のインスブルックでは、雪を集めて

安全な滑走コースに仕上げるのに大変な作業。我々

のチームも練習不足。前哨戦も回転の一大会と大

回転の二大会だけの出場だった。滑降の大会はな

し。五輪出場の備えには乏しい内容。

　私の五輪出場のエントリーは、大回転と滑降の

二種目。初めての海外大会で実績も少なく、どの

くらいの成績をと、残す術もなし。自分の五輪は、

唯々スタートのバーを切り、滑走し、ゴールする

ことがひとつの望みにとどまった。次なる目標を

早く決め、これからの国内大会での好成績。4 年

後の’68 年グルノーブル五輪を目指し、孤独に耐

えて日々の練習が続けられた。学問やスポーツ。

趣味であれ結果にこだわらず、納得のいくまでや

り抜いてみてはどうだろう。

【 寄稿文 】

1964 年のインスブルック五輪に
出場のため、応援団に送られ羽
田空港を出発する野戸さん

2019 年まで野戸さんが指導に
あたっていた中国パラスキー五
輪チーム

1972 年札幌オリンピックで五輪旗手を務める鈴木さん

佐々木さんの 1972 年札幌オリンピック参加時のゼッケンや当時の写真

土木工学科  1966年卒業　
野戸 恒男さん

札幌オリンピック日本代表選手へ提供されたグッズ
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

本質的には、僕エンジニアにコミュ力は別にいらないんじゃねって思うんですよね

芝
浦
工
業
大
学

写真右：機体名 REDUCTION
オペレータ 
機械工学専攻 2 年  小澤 湖太郎さん

〈特徴〉強固な足腰による高い機動力と
安定性を兼ね備えた機体。モーションの
バリエーションも多く、さまざまな相手や
状況に対応できるように工夫されている。

写真左：機体名 エスクード
オペレータ 
機械工学専攻 1 年  半田 凌磨さん

〈特徴〉サーボモーターを多く積んだ、
パワーのある機体。3kg 級において、
サーボモーター搭載数はすべての機体
の中でトップを誇る。

体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

悲
願
の
2
部
リ
ー
グ
昇
格
！

早
稲
田
大
学
理
工
展

ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

優
勝
＆
準
優
勝
！

今
シ
ー
ズ
ン
3
部
リ
ー
グ
に
参
戦
し

た
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部 “Fighting Engineers” 

（
通
称
：

N
EERS

）。
A
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
3
試
合

す
べ
て
に
勝
利
し
、
2
0
1
7
年
以

来
4
年
ぶ
り
の
2
部
リ
ー
グ
昇
格
を
果

た
し
ま
し
た
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
入
替
戦
の
無
い

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
と
な
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
優
勝
を
果
た
し
た
も
の
の
、
2
部
昇

格
と
い
う
目
標
が
か
な
わ
な
か
っ
た

N
EERS

。
今
期
は“N

ext Stage”

を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
上
位
リ
ー
グ
を

目
指
す
べ
く
戦
い
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

今
期
も
感
染
対
策
の
観
点
か
ら
入
替
戦

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ブ
ロ
ッ

ク
優
勝
チ
ー
ム
が
自
動
昇
格
と
な
り
、

全
勝
優
勝
のN

EERS

の
2
部
昇
格
が

確
定
。
来
期
は
、
2
部
リ
ー
グ
と
い
う

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
戦
い
に
挑
み
ま

す
。

機
体REDUCTIO

N

と
と
も
に
優
勝

を
決
め
た
小
澤
さ
ん
で
す
が
、「
3
回
目

の
出
場
で
、
や
っ
と
結
果
を
残
せ
た
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
今
後
は
、

研
究
や
修
士
論
文
に
専
念
す
る
た
め
、

機
体
を
後
輩
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
分
達
で
作

り
上
げ
、
動
か
す
事
は
貴
重
な
体
験
だ

と
思
う
の
で
、
製
作
活
動
を
少
し
で
も

多
く
楽
し
ん
で
貰
え
た
ら
と
思
い
ま
す
」

と
後
輩
へ
思
い
を
託
し
ま
し
た
。

11
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
早
稲
田
大

学
理
工
展
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ク
ルS.R.D.C.（Shibaura 

Robotics D
evelopm

ent C
ircle

）
が

製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
「RED

UC
TIO
N

」

と
「
エ
ス
ク
ー
ド
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
本
大
会
は
、

二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
格
闘
競
技
大

会
「RO

BO
-O
N
E

」
の
認
定
大
会
で
、

優
勝
者
は
3
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会

出
場
権
を
手
に
し
ま
す
。

S.R.D.C.

は
、
機
体
の
材
料
や
設
計
す

べ
て
、
学
生
た
ち
の
手
で
一
か
ら
選
定
・

開
発
。
工
作
機
械
を
使
っ
た
機
体
の
製

作
、
設
計
講
習
、
切
削
講
習
、
機
体
の

操
縦
練
習
な
ど
を
行
い
、
各
々
が
大
会

で
の
優
勝
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
約
1
年
ぶ
り

の
対
面
で
の
バ
ト
ル
に
の
ぞ
ん
だ
半
田

さ
ん
は
、「
操
縦
や
整
備
な
ど
の
勘
を
取

り
戻
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
全
国
大

会
で
は
、
階
級
が
変
わ
る
の
で
、
新
し

い
機
体
を
な
る
べ
く
早
く
製
作
し
、
勝

ち
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

今年のシーズンはコロナウイルス蔓延防止のた
め 9 月中旬まで活動ができない状態でした。初
戦までの期間は約 2 週間。その中でできること
を考えに考え、練習に励みました。1 年間を通
してグラウンドで過ごした時間は少なかったので
すが、部員一人ひとりがオンラインの環境でしっ
かり準備してきたからこその 2 部昇格だと感じて
おります。サポートしてくださった皆様にはとても
感謝しております。誠にありがとうございました。
芝浦工業大学アメリカンフットボール部はこれか
ら 2 部の舞台で闘い、1 部を目指します。

主将
機械機能工学科 
4 年
岩佐 康平さん

対談の様子は、芝浦工業大学 YouTube
チャンネルで公開中。ぜひご覧ください。

対談の全編が、ほぼノーカット！書き起こしウェブページはこちら！

基本的には新しい技術にさっさと追いつけるだけの好奇心と行動力が
あるかどうかな気がするんですよね

エンジニアリングの部門が男社会で偏っているというのが問題として感じます

大学がキャンパスを持つことの意義っていうのを考えるようになっているんです

著
書
「
１
％
の
努
力
」
が
40
万
部

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
、
実
業

家
の
ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん
と
山
田
純
学
長

が
対
談
し
た
「SIT D

IALO
G
U
E

」

第
３
弾
の
動
画
が
、
12
月
８
日
に
公

開
さ
れ
ま
し
た
（
同
日
の
日
本
経

済
新
聞
全
国
版
に
も
広
告
と
し
て
掲

載
）。

「S
IT

 D
IA
LO
G
U
E

」

は
、

YouTube

上
で
山
田
学
長
が
各
界

の
著
名
人
と
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
な
か
で
、
芝

浦
工
大
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
対
談
動
画
シ
リ
ー

ズ
で
す
。
第
３
弾
と
な
る
今
回
は
、

近
年
メ
デ
ィ
ア
で
話
題
の
ひ
ろ
ゆ
き

さ
ん
と
、
今
後
の
情
報
化
社
会
で
理

系
学
生
に
求
め
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。Y

ouTube

公
開
後
の
再
生
数

は
10
万
人
を
超
え
（
１
月
13
日
現

在
）、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

学
長
が
ひ
ろ
ゆ
き
さ
ん
と
対
談

「
理
系
学
生
が
持
つ
べ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
と
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
」
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女
子
入
学
者
へ
入
学
金
相
当
の
奨
学
金
を
給
付 

理
工
系
女
性
技
術
者
の
育
成
を
目
指
す

公
開
講
座
で
女
子
小
学
生
向
け
に
地
盤
の
液
状
化
実
験
を
開
催

芝
浦
工
業
大
学
は
「
未
来
を
担
う
理

工
系
女
性
技
術
者
の
育
成
」
の
た
め
、

2
0
2
2
年
度
学
部
入
学
者
か
ら

1
0
0
人
を
超
え
る
成
績
優
秀
な
女

子
入
学
者
へ
、入
学
金
相
当
（
28
万
円
）

を
奨
学
金
と
し
て
給
付
し
ま
す
。
日
本

に
お
け
る
工
学
系
学
科
の
女
子
学
生
比

率
は
15 .
6
％
（
令
和
2
年
度
文
部
科

学
省
学
校
基
本
調
査
）
と
、
世
界
と
比

較
し
て
も
低
水
準
で
す
。「
教
育
も
研

究
も
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
中
で
こ
そ

2
0
2
1
年
12
月
４
日
に
小
学
生

女
子
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
「
な
ぞ

と
き
土
木
実
験 

女
子
編　

大
学
の
実

験
室
で
液
状
化
を
再
現
！　

」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
土
木
工
学
科
稲
積
真
哉

教
授
が
講
師
と
な
り
、
容
器
に
砂
と
水

を
入
れ
て
振
動
を
与
え
る
こ
と
で
液
状

化
現
象
を
再
現
し
、
観
察
し
ま
し
た
。

液
状
化
は
、
地
盤
沈
下
の
原
因
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
員
20
人
の
と

こ
ろ
38
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
女
子
向

け
と
し
た
こ
と
で
、
男
子
参
加
者
の
中

で
女
子
参
加
者
が
委
縮
す
る
こ
と
な
く

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
本
講

座
は
女
子
の
理
工
系
進
学
率
向
上
と
い

う
大
学
の
課
題
解
決
を
目
指
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
実
際
に
振
動
装
置
で
地
震

を
発
生
さ
せ
る
と
、
参
加
者
か
ら
は
歓

声
が
上
が
り
、「
体
験
し
た
こ
と
の
な

い
液
状
化
現
象
を
実
験
で
理
解
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
液
状
化
し
に
く
い
地
盤
を
造
る
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
」
と
い

う
考
え
の
も
と
、
現
在
の
学
部
女
子
学

生
比
率
18 .
7
％
か
ら
、
2
0
2
7
年

の
設
立
1
0
0
周
年
に
は
30
％
以
上

へ
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
奨
学
金

給
付
に
よ
り
、
女
子
生
徒
の
理
工
系
進

学
を
支
援
し
、
芝
浦
工
業
大
学
が
目
指

す
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
へ
の
一
助
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
と
い
う

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

※
こ
の
講
座
は
、
あ
お
み
建
設
株
式

会
社
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
新
棟
の
名
称
が
「
本
部
棟
」
に
決
定

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
施
工
現
場
へ
国
土
交
通
省
が
視
察
実
施

2
0
2
2
年
3
月
竣
工
予
定
の
豊

洲
キ
ャ
ン
パ
ス
新
棟
の
名
称
が
、
学

生
・
教
職
員
へ
の
公
募
ア
ン
ケ
ー

ト
を
経
て
、「
本
部
棟
（
英
語
名
：

C
entennial M

ain Building

）」
に
決

定
し
ま
し
た
。
長
ら
く
、「
第
二
校
舎
」

と
仮
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
既
存
の
建

物
が
交
流
棟
、
研
究
棟
、
教
室
棟
と
目

的
・
機
能
に
よ
っ
て
名
称
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、新
棟
は
教
育
研
究
と
と
も
に
、

学
校
法
人
の
本
部
機
能
を
有
す
る
た
め

「
本
部
棟
」
と
な
り
ま
し
た
。

英
語
名
称
に
つ
い
て
は
、
創
立

1
0
0
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

“C
entennial M

ain Building”

と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ム
（
C
C
U
S
）
の
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

や
、
鹿
島
建
設
独
自
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
建
設
現
場
の
作
業
間
調
整
会

議
、
労
務
安
全
書
類
作
成
、
入
退
場
管

理
が
簡
易
化
さ
れ
て
い
る
様
子
を
視
察

し
ま
し
た
。

本
部
棟
施
工
現
場
は
、
土
木
工
学
科

や
建
築
学
科
を
中
心
に
、
施
工
現
場
見

学
会
や
技
術
者
に
よ
る
技
術
説
明
の
開

催
、
共
同
研
究
な
ど
現
場
の
協
力
を
得

て
教
育
・
研
究
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
12
月
6
日
に
建
築
学

科
蟹
澤
宏
剛
教
授
と
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス

本
部
棟
施
工
を
担
う
鹿
島
建
設
株
式
会

社
が
、国
土
交
通
省
の
視
察
団
を
迎
え
、

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
の
実
践
状
況
を
紹
介
し
ま
し

た
。
両
者
は
共
同
研
究
を
通
じ
て
、
当

現
場
で
技
能
者
の
多
能
化
に
よ
る
生
産

性
向
上
の
可
能
性
に
つ
い
て
I
T
を

活
用
し
て
行
動
分
析
し
、
課
題
や
展
開

方
法
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
視
察

団
は
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

建設キャリアアップシステム（CCUS）顔認証システム 砂と水を入れた容器に振動を与えている様子

鹿島建設株式会社独自の 3D モデリングによる 
作業員や資機材の位置確認システム

建設中の本部棟（2021 年 12 月13 日撮影）

対象となる学部入学者選抜

推薦入試：	� 公募制推薦入学者選抜（女子）
による入学者（約30人）

一般入試：	� 成績優秀な入学者（約100人）

※�いずれも合格発表時に奨学金給付対象者であ
る旨を本人に通知

※ �2022 年度から 2024 年度入学者へ給付予定

女子学生比率向上について
山田学長がスプツニ子！さんと
対談で語る
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芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

10
月
31
日
に
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議

員
選
挙
に
合
わ
せ
て
、
10
月
28
日
か
ら

３
日
間
、
中
高
全
生
徒
に
よ
る
模
擬
投

票
を
実
施
し
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校
の

模
擬
投
票
は
２
０
０
３
年
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
今
回
が
13
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
全
校
生
徒
の
投
票
率
は

奇
し
く
も
実
際
の
投
票
率
と
同
率
の
、

55 .
9
％
。
最
も
投
票
率
が
高
か
っ
た

の
は
中
学
1
年
生
で
、
83 .
7
％
を
記

録
し
ま
し
た
。

投
票
箱
は
生
徒
会
の
会
費
で
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
購
入
。
投
票

先
は
比
例
代
表
制
に
倣
い
、
政
党
名
の

み
と
し
ま
し
た
。
実
施
に
際
し
て
は
中

高
の
生
徒
か
ら
構
成
さ
れ
る
選
挙
管
理

委
員
会
が
活
躍
し
、
生
徒
た
ち
に
投
票

の
呼
び
か
け
を
し
た
り
、
開
票
作
業
を

し
た
り
し
ま
し
た
。

中
学
校
選
挙
管
理
委
員
長
を
務
め
た　

矢
澤
佑
太
郎
さ
ん
（
中
学
3
年
生
）
は
、

「
中
学
生
は
選
挙
権
年
齢
ま
で
ま
だ
遠

い
意
識
が
あ
る
が
、
実
際
は
5
年
ほ
ど

11
月
21
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、

芝
生
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
の

全
校
投
票
で
決
ま
っ
た
テ
ー
マ
は

「Restart

」。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
社
会
を
も
う
一

度
動
か
そ
う
、
と
い
う
生
徒
た
ち
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
感
染
者
数

の
拡
大
で
、
2
年
連
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
サ

イ
ト
や
動
画
制
作
、
運
営
な
ど
、
よ
り

生
徒
主
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

昨
年
度
よ
り
も
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
内

容
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

芝
生
祭
実
行
副
委
員
長
の
蓮
見
尚
紀

さ
ん
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
決
ま
っ

て
か
ら
は
怒
涛
の
毎
日
で
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。「
本
来
で
あ
れ
ば
、
開

催
当
日
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
一
体
感

や
来
場
者
の
反
応
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

文
化
祭
の
醍
醐
味
。
そ
れ
が
叶
わ
ず
残

念
で
し
た
が
、
初
の
試
み
で
あ
っ
た
ラ

イ
ブ
配
信
に
手
探
り
な
が
ら
も
全
力
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
緊
張
感
や
視
聴
者
の
反
応
を
リ
ア

で
18
歳
に
な
る
。
自
分
が
大
人
に
な
っ

た
と
き
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
高
校
選
挙
管
理
委
員
長
を
務

め
た
髙
橋
聖
一
さ
ん
（
高
校
2
年
生
）

は
、「
逆
に
私
は
あ
と
2
年
で
選
挙
権

年
齢
に
な
る
。
政
党
ご
と
に
賛
同
で
き

る
政
策
、
で
き
な
い
政
策
が
あ
り
、
投

票
先
を
決
め
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
実

際
に
選
挙
に
関
わ
る
際
も
、
自
分
が
持

つ
1
票
の
重
さ
を
大
切
に
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
終

わ
っ
た
と
き
に
は
達
成
感
が
込
み
上
げ

て
き
ま
し
た
」。

蓮
見
さ
ん
の
報
告
や
相
談
を
親
身
に

な
っ
て
受
け
止
め
た
芝
生
祭
顧
問
の
菅

原
聡
教
諭
は
、「
お
祭
り
特
有
の
熱
感

を
感
じ
ら
れ
ず
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ

た
の
が
正
直
な
感
想
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
必
要
な
I
T
や
そ
の
管

理
、
著
作
権
な
ど
の
知
識
を
学
べ
た
こ

と
は
、
生
徒
達
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、時
代
に
沿
っ

た
生
徒
の
成
長
を
頼
も
し
く
見
つ
め
ま

し
た
。

単
位
で
の
出
し
物
を
含
め
る
な
ど
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
「
生
徒
全
員
で
楽
し
む
」

姿
勢
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

江
森
清
教
諭
（
生
徒
部
・
美
術
科
）

は
、「
生
徒
が
想
像
以
上
に
積
極
的
に
、

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
の
で

良
か
っ
た
。
来
年
度
以
降
は
対
面
の
良

さ
も
見
直
し
つ
つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
ど
う

共
存
し
た
ら
い
い
か
、
改
め
て
考
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ひ
と
つ
で
あ
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
強
化

す
べ
き
課
題
。
文
字
だ
け
で
な
く
音
声

か
ら
の
情
報
で
自
ら
考
え
行
動
す
る
能

力
は
従
来
の
入
試
で
は
測
り
得
な
か
っ

た
部
分
で
し
た
。

「
今
年
度
入
学
し
た
生
徒
た
ち
は
、

自
分
の
意
見
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
が

で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

高
い
子
が
多
い
。
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
授
業
が
思
っ
た
以
上
に
活
性

化
し
て
い
ま
す
」。
す
で
に
そ
の
効
果

が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

11
月
13
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、

２
０
２
１
年
度
増
穂
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
生
徒
の
立
案
に
よ
り
、
今
年
度
は

創
立
初
の
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
実
現

と
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
に
は
、
メ
タ
バ
ー
ス

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
）

の
「cluster （
ク
ラ
ス
タ
ー
）」
を
導
入
。

バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
上
に
校
舎
を
制
作
し
ま

し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
文
化
祭
用
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成
。
生
徒
が
製
作

し
たYouTube

動
画
へ
リ
ン
ク
で
き
る

仕
組
み
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

準
備
に
は
約
７
カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
も

左
右
さ
れ
、
例
年
以
上
に
時
間
が
な
い

中
で
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

市
川
昌
史
教
諭
は
、「
対
面
に
は
生

徒
全
体
で
感
情
の
高
ぶ
り
を
共
有
で
き

る
と
い
う
、
大
き
な
強
み
が
あ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
す
る
と
、
技
術
を
持
つ
生
徒

へ
活
躍
の
比
重
が
傾
き
が
ち
な
の
が
心

配
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

YouTube

配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ク
ラ
ス

2
0
2
1
年
度
か
ら
男
女
共
学
化
、

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

附
属
中
学
校
。
入
試
に
お
い
て
も
、
独

自
の
試
験
問
題
を
導
入
し
、
メ
デ
ィ
ア

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と

は
、
問
題
や
選
択
肢
を
耳
で
聞
い
て
、

メ
モ
を
取
り
、
解
答
す
る
「
聞
い
て
解

く
問
題
」。「
聞
く
力
」に
加
え
、「
イ
メ
ー

ジ
力
」
や
「
論
理
的
思
考
」
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
2
0
2
2
年
度
入
試
で
は
、

さ
ら
に
幅
を
広
げ
、
入
試
科
目
で
あ
る

国
語
・
算
数
・
理
科
の
全
教
科
、
全
日

程
に
導
入
し
ま
し
た
。

「
多
く
の
生
徒
た
ち
が
目
指
す
エ
ン

ジ
ニ
ア
。
今
後
は
、
従
来
の
も
の
づ
く

り
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
新

し
い
発
想
力
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
求
め
ら
れ

ま
す
」。
広
報
部
長
の
斎
藤
貢
市
教
諭

は
話
し
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
、
生
徒

た
ち
に
身
に
つ
け
て
欲
し
い
も
の
は
何

か
を
考
え
た
と
き
に
、
お
の
ず
と
課
題

が
見
え
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

２
０
２
１
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
増
穂
祭
を
開
催

中
学
入
試
の
全
教
科
、
す
べ
て
の

日
程
で
リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
を
実
施

衆
議
院
議
員
選
挙
の
模
擬
投
票
を
実
施

第
66
回
「
芝
生
祭
」
―
2
年
連
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
得
た
も
の

模擬投票当日の様子

バーチャル空間上の校舎

芝生祭実行委員が手がけた過去最大級の
モザイクアート

「聞いて解く問題」問題用紙例

左：蓮見 尚紀さん（高校2年）  右：菅原 聡教諭

23 22






